
                        

 

当研究会のプロジェクト活動として開発を進めてきまし

た安全教育教材開発は今年 10 年となります。全国への普及

も進み現時点で使用施設は 165 施設、使用者累積 25,000 人

を超えました。山梨から全国へ、夢は世界へ！昨年度は会員

の皆様へ届けることができました。ご意見、感想等是非お寄

せください。フェイスブックの友達登録お待ちしています。 

 

                        

 

国立甲府病院 医療安全管理者 板子 和恵 

今年度より医療安全管理担当者となりました板子和恵と

申します。私は「人間は間違える」という観点に立ち、医療

事故を起こした個人の責任を追及するのではなく、事故を

発生させたシステムの不十分な点に注目し、根本原因を究

明して改善していくことをモットーに頑張っています。そ

して、その改善策は「安全対策だから行う」のではなく、行

うことが「当たり前の習慣」となるよう、安全文化の醸成・

教育にも努めたいと思っています。自分自身の学びも深め

ながら頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

   

QRコードか FAXから申し込んでね！ご不明な点は事務局へ 
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 会員の皆様 平素より山梨医療安全研究会へのご理解と

ご協力に心より感謝申し上げます。 

昨年度は Covid19 の感染拡大に伴い、本研究会の活動も

対面での研修会開催の中止を余儀なくされました。この間、

会員の皆様も公私共に感染対策に従事され自己研鑽のため

の時間を確保することも容易ではなったと思います。しか

しこのような状況下であるからこそ、医療安全の確保は、感

染対策と軌を一にして取り組む重要な課題です。本研究会

も今年 3 月の研修セミナーからオンラインにより活動を再

開する事が出来ました。これもひとえに会員の皆様の温か

い応援のお陰です。心より感謝申し上げます。 

今年度はこれまで、6 月第 16 回総会後、8 月第 1 回理事

による医療安全対策セミナー、9 月には第 1 回医療安全教育

セミナーを開催することができました。今回はそのご報告

と今後の研修会のご案内を致します。 

本研究会も 16 年目に入りました。これからもどうかご支

援の程、宜しくお願い申し上げます。 

          会長 小林 美雪 

     

山 

甲府看護専門学校 藤森 玲子 

世界的に医療安全活動をリードされている九州大学病院

の後信先生の貴重なお話を聞き、日本の患者安全への取り組

みが世界でも誇れる活動であることを知りました。国の制度

を運用するのは現場の私たちです。運用や設計の問題に気が

付いたら積極的に声を出していくことが患者安全を高めて

いくことにつながっていきます。法律は国民の安全や幸せを

第一に作られ改正が行われます。難しいと毛嫌いせずにリー

ガルマインドを養っていきたいと感じました。 
 

一般社団法人 

   

 

         

 

本来なら感染拡大の中で各施設が実践している安全対策

について報告する場を設けたいと考えておりました。しか

し、現状は施設内での安全確保の実践が優先されるとの理事

会での意見がありました。今年度の取り組みを来年度ご報告

下さい。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
医療安全管理担当者の紹介 No.14 

 

 第 1回 医療安全教育セミナー報告 

 

 

 

山梨医療安全研究会の本年度の活動について 

「医療安全実践報告会」中止のおしらせ 

 

編集後記 会報担当：菊地   

皆の力でコロナ禍での安全確保をしましょう！！ 

一般社団法人山梨医療安全研究会ホームページ

http://yamanashi-iryoanzen.com 

（face book も開設しています） 

 

 

                        
 

 

 

北杜市立甲陽病院 菊地 佳代子 

今年度もコロナ禍ということもあり当会理事による 

研修「医療安全活動の基本５S 活動」を ZOOM にて開

催しました。安全な職場環境を造るには５S 活動は欠か

せないものであり、目的・目標を明確にし、自分達の仕

事の付加価値や安全性が向上することに寄与できます。

コロナ禍で気を張りすぎてしまう昨今ではありますが、

地道な活動の継続こそ、５S 活動で今一度現場を見直す

ことで、より安心安全な医療を患者に提供できるのだと

改めて気づかせて頂くことが出来ました。  

 

第 1回 理事による医療安全対策セミナー報告 

山梨医療安全研究会事務局
〒：402-8580
山梨県都留市四日市場909-2
健康科学大学看護学部（小林）
電話、FAX：0554-46-6630

８月７日 土曜日 １４時～１６時
「安全の基本は環境整備 ５Ｓ手法を学ぶ」

藤森玲子：甲府看護専門学校/医療安全学講師

１０月２日 土曜日 １４時～１６時
「転倒予防士からすぐに役立つ知恵を学ぶ」
流石和美（富士吉田市立看護専門学校/転倒予防士）

１２月１２日 日曜日 １４時～１６時

「臨床工学技士・臨床検査技師・薬剤師から
の安全への示唆」

石井仁士：甲府城南病院 古屋良太：山梨厚生病院
一瀬明信：峡南医療センター

オンライン（ZOOM)開催

参加申込み締切：各講座7日前
振込み締め切り：各講座3日前
参加申込み：右記QRコードより

参加費：会員：無料
非会員：2,000円 学生：500円（1講座でも全講座でも）

 

理事による医療安全対策セミナー

10月 2日（土）14時～ 
「転倒予防士からすぐに役立つ

知恵を学ぶ」（参加受付中） 

12月 12日（日）14時～ 
「臨床工学技士,臨床検査技師,

薬剤師からの安全への示唆」 
 

第 2 回医療安全教育セミナー 

2022年 2月 5日（土）14時～ 
「多職種連携時代における看護

師の責務」 

 

医療安全教育にｅラーニング教材の活用を 


